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一
九
九
二
年一
月
か
ら一
九
九
三
年
十
二
月
ま
で
の
二
年
間
の
方
言
関
係
の

論
文
を
読
ん
で
研
究
を
展
望
す
る。
こ
の
二
年
間
の
研
究
で
は
国
立
国
語
研
究

所
『
方
言
文
法
全
園
地
図

第
三
巻」
の
発
行、
文
部
省
科
学
研
究
費
重
点
領

域
か
日
本
語
音
声。
の
大
規
模
な
日
本
語
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
の
発
表

な
ど、
た
く
さ
ん
の
研
究
成
果
が
発
表
さ
れ
た。
ま
た、
新
し
い
日
本
語
の
月

刊
雑
誌
と
し
て
『
日
本
語
論」
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る。

一
、

研
究
書、
論
文
集、

総
合
的
研
究
な
ど

ま
ず、
研
究
書
や
論
文
集
な
ど
に
つ
い
て
規
模
の
大
き
い
研
究
成
果
に
つ
い

て
紹
介
す
る。
国
立
国
語
研
究
所
『
方
言
文
法
全
園
地
図

第
三
巻」
(
大
蔵
省

印
刷
局 、
目・
3)
第
三
巻
は
動
詞・
形
容
調 、
形
容
動
調
の
活
用
に
関
す
る
四
十

五
枚
の
地
図
を
載
せ
て
い
る。
一
地
点
か
ら
の
回
答
が
複
数
に
な
る
場
合
に
新

し
い
工
夫
が
み
ら
れ
る。
解
説
は
各
項
目
ご
と
に
語
形
の
採
用
か
ら
記
号
化
に

い
た
る
ま
で
詳
細
な
説
明
に
な
っ
て
い
る。
ま
た、
第
二
巻
と
三
巻
の
地
点
ご

と
の
「
資
料一
覧」
が
付
い
て
い
る
し、
「
資
料一
覧」
の
デ
ー
タ
も
準
備
さ
れ

て
い
る。
基
本
的
な
地
図
作
成
方
針
で
あ
る
資
料
性
の
重
視
に
十
分
に
配
慮
が

さ
れ
て
い
る。
分
布
図
は
視
覚
的
に
分
か
り
易
く
工
夫
さ
れ
て
い
て、
制
作
者

の
苦
労
が
よ
く
窺
え
る。
多
く
の
研
究
者
に
よ
る
分
析
を
期
待
し
た
い。
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ま
た、
九一
年
三
月
に
刊
行
さ
れ
た
国
立
国
語
研
究
所
『
方
言
文
法
全
園
地

図

第一
集」
の
助
詞
の
分
布
図
を
使
っ
た
研
究
の
特
集
を
「
日
本
語
学」
は

九
二
年
五
月
号
で
行
っ
て
い
る。
徳
川
宗
賓「「
方
言
文
法
全
園
地
図」
へ
の
期

待」、
田
中
章
夫
「
江
戸
語
東
京
語
の
表
現
と
方
言
の
助
詞」、
仁
田
義
雄
「
格

表
示
の
あ
り
方
を
め
ぐっ
て

|東北方言との対照のもとに
||」 、

佐
藤
亮一
「
標

準
語・
共
通
語
の
地
理
的
背
景」、
沢
木
幹
栄
「『
方
言
文
法
全
園
地
図』
の
『
資

料一
覧』
と
そ
の
利
用」、
佐
藤
虎
男
「『
高
次
共
時
方
言
学』
実
践
の
試
み
||

三重方言の「
しか(ない)」
表現法を中心に
||」 、

福
嶋
秩
子「
新
潟
方
言
の
格
助

詞
『
カ
ラ』
の
用
法
を
め
ぐ
っ
て」、
井
上
史
雄
「
社
会
言
語
学
と
方言一口
文
法」、

岸
江
信
介「
近
畿
方
言
の
動
態
と
分
布
と
の
関
連」、
柳
田
征
司「
限
定
の
意
を

表
す
副
助
詞
の
変
遷

||方言分布と文献資料とから
||」 、

小
林
賢
次
「
原
因・

理
由
を
表
す
接
続
助
詞
||分布と史的変遷
||」 、

小
林
隆「『へ」
の
消
長
に
つ

い
て
の
方
言
地
理
学
的一
考
察」、
山
口
幸
洋「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
調
査
の

す
す
め」、
江
端
義
夫
「
方
言
地
図
作
成
法
の
諸
問
題」、
大
西
拓一
郎
「
日
本

の
方
言
地
図
と
方
言
文
法
地
図
の
動
向」、
W・
A-
グ
ロ
l
タ
l
ス
「
外
国
の

方
言
地
図」
な
ど
の
よ
う
に、
こ
の
「
方
言
文
法
全
園
地
図』
を
材
料
に
あ
た

ら
し
い
視
点
に
た
っ
た
研
究
が
こ
れ
か
ら
も
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い。

ま
た、
こ
の
特
集
と
し
て
助
調
か
ら
見
た
各
地
の
方
言「
北
海
道
方一
言」
(
小
野



百

米
二 、
「
北
東
北
方
言」
(
加
藤正
信) 、
「
南
東
北
方一言」(
飯
豊
毅
二 、
「
関
東
方

言」
(
大
橋
勝
男) 、
「
中
部
方一言」
(
中
条
修) 、
「
近
畿
方
言

||格助詞「が」・「を」・

「と」
の場合
11」

(
山
本
敏
治) 、
「
中
国
方
言」
釜
山
敏
昭) 、
「
四
国
方
言」
(
土

居
重
俊) 、
「
九
州
方
言
||「から」

から見て」
(
愛
宕
八
郎
康
隆) 、
「
琉
球
方一一一口」

(
内問
直
仁)
が
あ
る 。
神
部
宏
泰「
九
州
方
言
の
表
現
論
的
研
究』
(
和
泉
書
院 、

白・
2)

著
者
の一
九
六
七
年
か
ら一
九
九一
年
ま
で
の
論
文
を
も
と
に
し
て
九

州
各
地
の
方
言
を
記
述
的
に
分
析
し
て
い
る 。
そ
の
根
底
に
は
人
間
性
を
方
言

の
中
に
観
ょ
う
と
す
る
藤
原
方
言
学
の
考
え
方
が
流
れ
て
い
る 。
名
嘉
真
三
成

『
琉
球
方
言
の
古
層』
(
第一
書
房 、
川出・
ロ)
琉
球
方
言
の
音
頭 、
文
法
の
記
述
的

な
研
究
と
比
較
言
語
学
的
研
究
に
よっ
て 、
琉
球
方
言
の
古
層
を
推
定
し 、
そ

れ
に
よっ
て
日
本
語
祖
語
の
解
明
に
つ
な
げ
よ
う
と
す
る
目
的
で
研
究
が
行
わ

れ
て
い
る 。
概
説
か
ら
始
ま
り 、
奈
良
時
代
の
乙
類
の
凹と
琉
球
方
言
の
母
音

の
関
係
や
高
音
化
現
象
を
含
む
音
韻
の
問
題 、
文
法
論
な
ど
精
密
な
記
述
に
基

づ
く

研
究
で
あ
る 。

藤
原
与一
『
続
昭
和(
l平

成)
日
本
語
方
言
の
総
合
的
研
究
3
あい
さ
つ

こ
と
ば
の
世
界』
(
武
蔵野
書
院 、
位-
U)
あ
い
さ
つ
こ
と
ば
は
人
間
の
言
語
生

活
の
原
点
で
あ
り 、
あい
さ
つ
こ
と
ば
の
研
究
を
会
話
研
究
の
中
に
位
置
付
け 、

こ
の
よ
う
な
視
点
に
立っ
て
日
本
各
地
の
あい
さ
つ
こ
と
ば
を
収
集
し 、
そ
の

発
想
法
や
表
現
法
を
分
析
し
て
い
る 。
同
『
言
語
調
査
と
し
て
の
方
言
調
査』

(三
弥
弁
書
底 、
mm-
m)
方
言
調
査
に
お
け
る
心
構
え 、
具
体
的
な
準
備 、
実
地

調
査
の
方
法 、
調
査
対
象
な
ど
に
つ
い
て
著
者
は
「
誠
心
誠
意
法」
を
説い
て

い
る 。
最
後
に
「
愛
の
言
語
学」
を
提
唱
さ
れ 、
人
間
重
視 、
生
活
重
視
の
調

査
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
方
言
の
実
態
把
握
が
で
き
る
と
説
か
れ
て
い
る 。
氏
の

人
間
尊
重
の
哲
学
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
多い 。

小
野
米一
「
北
海
道
方
言
の
研
究」
(
学芸
図
書
株
式
会
社 、
mm・
2)

長
年
に
わ

方

た
る
著
者
の
北
海
道
方
言
研
究
の
総
括
と
い
え
る
研
究
書
で
あ
る 。
北
海
道
各

地
の
社
会
言
語
学
的
調
査
と
記
述
調
査
の
報
告
と
北
海
道の
標
準
語
意
識
や
ア

イ
ヌ
語
話
者
が
使
う
北
海
道
方
言
の
特
徴
な
ど
興
味
深い
研
究
で
あ
る 。

市
井
外
喜
子『
方一一一口
と
計
量
分
析』
(
新
興社 、
mm・
9)
日
本
言
語
地
図
の
出

現
言
形
を
手
掛
か
り
に
地
域
間
の
相
関
係
数
を
計
算
し
て
そ
の
言
語
的
な
近
さ

(
遠さ)
を
計
算
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る 。
ま
た 、
方
言
区
画
の
境
界
線
の

設
定
な
ど
に
も
応
用
し
て
い
る 。
新
し
い
試
み
で
は
あ
る
が 、
そ
の
有
効
性
に

疑
問
が
残
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い 。

松
本
修
『
全
国
ア
ホ
馬
鹿
分
布
考
||はるかなる言葉の旅

路||』
(
太
田
出
版 、

mm・
7)

著
者
は
テ
レ
ビ
局
の
プ
ロ
デ
ウ
サ
ー

で
あ
る 。
パ
カ
と
ア
ホ
の
境
界
か

ら
こ
の
里
言
の
言
語
地
理
学
研
究
が
ド
キュ
メ
ン
タ
リ
ー

タッ
チ
で
わ
か
り
や

す
く
考
察
さ
れ
て
い
る 。
全
国
分
布
と
文
献
を
つ
き
あ
わ
せ
て
の
本
格
的
な
言

語
史
の
再
構
で
あ
り 、
日
本
の
文
化
史
を
み
ご
と
に
表
現
し
て
い
る 。
そ
れ
も 、

専
門
用
語
を
使
わ
ず
に 、
平
易
な
表
現
で
だ
れ
に
で
も
読
め
る
楽
し
い
言
語
地

理
学
の
専
門
書
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う 。

馬
瀬
良
雄『一言
語
地
理
学
研
究」
(
桜
楓
社 、
平
日)
著
者
の
言
語
地
理
学
研

究
の
う
ち 、
故
郷
で
あ
る
信
州
の
方
言
を
材
料
と
し
た
論
文
を
十
九
編
集
め
て

あ
る 。
言
語
史
再
構
過
程
の
著
者
の
鰍
密
で
透
徹
し
た
論
理
は
強い
説
得
力
を

もっ
て
い
る 。
そ
れ
で
い
て 、
人
間
的
な
暖
か
さ
を
感
じ
さ
せ
る 。
狭い
地
域

の
言
語
地
理
学
研
究
と
し
て
た
い
へ
ん
優
れ
た
論
文
集
で
あ
る 。
徳
川
宗
賢「
方

言
地
理
学
の
展
開」
ひつ
じ
書
房 、
mm-
m)
著
者
の
言
語
地
理
学
研
究
を
ま
と
め

た
論
文
集
で
あ
る 。
題
材
は
「
糸
魚
川
言
語
地
図」
や
「
日
本
言
語
地
図」
が

中
心
に
なっ
て
い
る
が 、
そ
の
他
に
広い
材
料
を
使っ
た
研
究
が
集
め
ら
れ
て

い
る 。
そ
こ
で
は
著
者が一
貫
し
て
学
問
的
な
新
し
い
視
点
と
方
法
を
探
索
し

て
き
た
姿
勢
が
よ
く

現
れ
て
い
る 。
馬
瀬 、
徳
川
と
い
う
日
本
の
言
語
地
理
学
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研
究
を
代
表
す
る
二
人
の
研
究
の
論
文
集
が
刊
行
さ
れ
た
が 、
お
ふ
た
り
の
業

績
の
大
き
き
に
い
ま
さ
ら
な
が
ら
敬
服
す
る 。
戦
後
日
本
の
言
語
地
理
学
研
究

の
総
括
と
し
て
た
い
へ
ん
意
義
深
い
も
の
で
あ
る 。
馬
瀬
氏
は
日
本
の
言
語
地

理
学
を
言
語
史
研
究
の
方
法
と
し
て
深
め 、
徳
川
氏
は
言
語
地
理
学
を
社
会
言

語
学
的
方
法
に
拡
げ
た
と
言っ
た
ら
間
違い
で
あ
ろ
う
か 。
い
ず
れ
に
し
ろ 、

こ
の
二
つ
の
論
文
集
は
日
本
の
言
語
地
理
学
研
究
の
最
高
峰
と
し
て
位
置
付
け

ら
れ
る 。

大
橋
勝
男「
関
東
地
方
域
の
方
言
に
つ
い
て
の
方
言
地
理
学
的
研
究
四
||分

派地質論・総括一
般論

編||』
(
桜
楓
社 、
位-
2)

著
者
が
以
前
刊
行
し
た『
関
東
地

方
域
方
言
事
象
分
布
図」(
全三
巻)
の
研
究
編
の
う
ち 、
総
括
と
し
て 、
関
東

方
言
を
言
語
要
素
か
ら
分
類
し
て
い
る 。
氏
の
方
言
研
究
の
エ
ポ
ツ
ク
の一
つ

と
い
う
だ
け
で
な
く 、
関
東
方
言
の
研
究
の
中
で
も
大
き
な
業
績
で
あ
る 。
長

野
県
史
刊
行
会『
長
野
県
史
方
言
編
全一
巻
第二
部』
(
幻・3)
こ
の
本

の
著
者
は
馬
瀬
良
雄氏
で
あ
る 。
内
容
は
長
野
県
各
地
の
方
言 、
長
野
県
言
語

地
図 、
テ
キ
ス
ト

方一言
訳
の
三
部
か
ら
なっ
て
い
る 。
調
査
地
点 、
情
報
提
供

者
の
数
だ
け
で
な
く 、

体
系
記
述
の
正
確
さ
分
析
の
深
さ 、
言
語
地
図
の
鰍
密

さ
な
ど 、
第一
級
の
研
究
で
あ
る 。
県
単
位
の
方
言
の
総
合
的
な
研
究
と
し
て

こ
れ
ほ
ど
高い
レ
ベ
ル
の
研
究
書
を
み
た
こ
と
が
な
い 。
故
郷
長
野
県
に
対
す

る
氏
の
深
い
思い
入
れ
を
感
じ
る 。

文
部
省
重
点
領
域
「
日
本
語
音
声
に
お
け
る
韻
律
的
特
徴
の
実
態
と
そ
の
教

育
に
関
す
る
総
合
的
研
究」
は
研
究
活
動
を
終
え
て
そ
の
成
果
が
発
表
さ
れ
て

い
る 。
そ
の一
部
を
下
記
に
挙
げ
て
お
く 、

杉
藤美
代
子
『
日
本
語
音
声
の
研

究
と
日
本
語
教
育』
(
幻・3) 、
久
野マ
リ
子・
久
野
県・
大
野
長
男・
杉
村
孝

夫
「
目
で
見
る
四
つ
仮
名」
(
目・2) 、
佐
藤
和
之・
加
藤正
信
『
東
日
本
の
音

声
論
文
編(
2)』
(
幻・3) 、
同『
東
日
本
の
音
声
論
文
編(
3)』
(
川町・
3) 、

佐
藤
亮一
編
『
東
京
語
音
声
の
諸
相(
2)」 、
徳
川
宗
賢・
陣
内
正
敬・
中
村
万

理「
福
岡
市
に
お
け
る
ア
ク
セ
ン
ト

の
動
態(
資
料)」
(ω・9) 、
村
上
幸
雄『
琉

球
列
島
に
お
け
る
音
声
の
収
集
と
研
究
I」 、

同『
琉
球
列
島
に
お
け
る
音
声
の

収
集
と
研
究
H』
(
目・
3) 、
中
本
正
智「
日
本
列
島
の
イ
ン
ト

ネ
ー
ショ
ン
資

料
琉球列島の部」 、
同
『
日
本
列
島
の
イ
ン
ト

ネ
ー
ショ
ン
資
料

11佐賀・
輪島

方言
||』

(
早
口) 、
板
橋
秀一
『
日
本
語
方
言
音
声
デ
ー

タベ
ー

ス
の
構
築
と

利
用

|-音声データベースの作成・
保存と利用に関する研究」
(mm・3) 、
同
『
C
D

付
属フ
ロ
ッ
ピ
デ
ィ
ス
ク
デ
ー

タベ
ー

ス」
(白・
3) 、
国
広
哲
弥「
日
本
語
イ

ン
ト

ネ
ー
ショ
ン
の
理
論
的
研
究
||総指

編|l」
(mm・2) 、
今
石
元
久・
三
輪

譲二・
篠
崎
晃一
『
方
言
音
声
分
析
デ
l

f|並びに若干の考

察|』
(
幻・3) 、

大
橋
勝
男『
新
潟
市
沼
霊
地
区
語
音
声
の
研
究
||主要都市多人数調査
||」

第­

巻(mm・3) 、
飯
豊
毅一・
山
田
泉
「
各
地
無
型
ア
ク
セ
ン
ト

方
言
の
韻
律
的
特

徴
と
教
育』(
mm・3)
こ
の
共
同
研
究
の
目
的
の一
つ
で
あ
る
日
本
語
音
声
の
デ

ー
タベ
ー

ス
の
制
作
と
い
う
点
で
は
音
質
の
す
ば
ら
し
い
C
D
や
デ
ジ
タル
録

音
テ
l

プ
の
使
用
に
よっ
て
良
質
の
言
語
デ
l

タが
大
量
に
収
集
が
さ
れ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か 。
ま
た 、
音
声
の
研
究
が
方
言
研
究
者
だ
け
で
な
く 、

音

響
学
や
医
学
と
の
協
力
で
優
れ
た
研
究
が
行
わ
れ
た
と
と
は
意
義
が
深い 。
こ

こ
に
挙
げ
た
研
究
成
果
は一
部
分
で
あ
り 、
こ
れ
以
外
に
多
く
の
成
果
が
あ
る 。
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二、

記
述
的
研
究

二
・
一

文
法、

語
集

井
上
文
子
「
関
西
中
央
部
に
お
け
る
「
オル」・「
|
ト

ル」
軽
卑
化
の
メ
カ

ニ
ズ
ム」
(『
阪
大日
本
語研
究』
5 、

mm・3)
関
西
方
言
に
お
け
る「
オ
ル」
「
|

ト
ル」
が
軽い
卑
語
化
す
る
経
緯
を
ア
ス
ペ
ク
ト

や
「
イ
ル」 、
「
|

テ
ル」
と

の
関
係
で
論
じ
て
い
る 。



百

井
上
博
文
「
方
言
形
か
ら
共
通
語
形
へ
|l「お
そ
ろ
し
ど
を
表
す
方
言
類
義
語の
場

合
||」

(『
国
語
表
現
研
究」
6 、
目・
3) 、
同
「
九
州
方
言
に
お
け
る
『
お
そ
ろ

し
い』
を
表
す
方
言
類
義
語
の
地
域
性
11エ
ス
カ・
オ
トロ
シ
カ・
才
ジ
ー
を
中むに
1

|」
(『
学
大
国
文』
初 、
mm・
2)

方
言
か
ら
共
通
語
へ
の
変
化
過
程
を
意
味
体
系

の
変
化
と
い
う
視
点
か
ら
論
じ
て
い
る 。
町
博
光「
神
楽
の
方
言」(『
国
文
学
致」

印)
豊
栄
神
楽
の
中
に
使
わ
れ
て
い
る
方
言
語
発
を
解
説
し
て
い
る 。

二

・

二

音

韻
・

ア

ク

セ

ン

ト

木
部
暢
子
「『
姉」
を
『
ア
ニ」
と
い
う
方
言

||鹿
児
島
県
川
辺
郡
川
辺
町のエ
列
音

を
め
ぐっ
て
||」

(『
筑
紫
語
学
研
究』
3 、
mw・
ロ)
川
辺
町
方
言
の
エ
列
音
が
狭
く

発
音
さ
れ
る
現
象
の
報
告 、
同
「
薩
摩
境
句
の
リ
ズ
ム」
(「
国
語
国
文

薩
摩
路

〈
鹿
児
島
大
学〉』
初 、
mM・
3)

鹿
児
島
方
言
の
シ
ラ
ピ
l

ム
感
覚
と
川
柳
の
韻
律

の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る 。
同「
ト
カ
ラ
列
島
宝
島
の
中
舌
母
音」
(『
国
語

国
文
薩
摩
路」
幻 、
目・
3)

先
行
研
究
と
の
比
較
を
し
な
が
ら
中
舌
母
音
の
変
化

に
よ
っ
て
母
音
体
系
が
二
つ
あ
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
る 。

斎
藤
孝
滋
「
母
音
無
声
の
「
広
さ』
と
『
強
さ』

||岩
手
方
言を
中
心と
し
て
||」

(『
国
語
学
研
究
〈
東
北
大
学〉』 、
位-
4)

母
音
の
無
声
化
を
母
音
の
「
広
さ」
と

「
強
さ
」
(
無
声
化
母
音
の
前
後
の
子
立
田
に
対
す
る
無
声
化
の
影
響
力
の
度
合
い
)
の
二

つ
の
基
準
を
設
定
し
て 、
こ
の
基
準
で
岩
手
方
言
の
母
音
無
声
化
を
位
置
付
け

て
い
る 。
同
「
岩
手
県
三
陵
町
綾
里
方
言
の
音
韻」
(『
東
北
大
学
文
学
部
日
本
語

学
科
論
集』
3 、
m-
9)
こ
の
町
の
老
年
層
の
音
韻
の
記
述
的
な
研
究
で
あ
る 。

大
橋
勝
男「
日
本
諸
方
言
に
つ
い
て
の
記
述
的
研
究(
幻)

ll街
島
県
郡
山
市
喜
久

田
町
方
言に
つ
い
て
||」

(『
新
潟
大
学
教
育
学
部
紀
要」
お1
2 、

回・
3)
と
「
日
本
諸

方
言
に
つ
い
て
の
記
述
的
研
究(
詑)
||

茨
一城
県
東
茨
城
郡
美
野
箆
町
羽
鳥方
言に
つ
い
て

||」
(『
新
潟
大
学
教
育
学
部
紀
要」
M
l 、

MM-
m) 、
同
「
日
本
諸
方
言
に
つ
い

て
の
記
述
的
研
究(
お)

||
千
葉
県
市
原
市
東
国
吉
方
言に
つ
い
て
||」

(『
新
潟
大
学
教

方

育
学
部
紀
要』
M6
2 、

自・
3
〈
人
文・
社
会
科
学
編)〉) 、
同
「
日
本
諸
方
言
に
つ

い
て
の
記
述
的
研
究(
M)

11東
京
都
昭
島
市
拝
島
町
方
言に
つ
い
て
||」

(『
新
潟
大
学

教
育
学
部
紀
要』
お4
1 、

目・
3)
い
す
れ
も
談
話
資
料
に
よ
っ
て
音
韻 、
ア
ク
セ

ン
ト

の
体
系
の
記
述
を
行
っ
て
い
る 。

室
山
敏
昭
「
性
向
語
象
の
社
会
的
機
能
11平

準
的な
価
値
指
向に
よ
る
社
会
秩
序の
維

持
||」

(『
広
島
大
学
方
言
研
究
会
会
報』
別 、
幻-
5) 、
同「
岡
山
県
浅
口
郡
鴨
方

町
方
言
の
性
向
語
粂」
(「
広
島
大
学
方
言
研
究
会
会
報』
汎 、
幻-
5)
こ
の
地
域
の

性
向
語
象
(
仕
事
に
関
す
る
語
会)
の
網
羅
的
記
述
的
な
研
究 、
同
「
方
言
性
向

語
祭
に
お
け
る
比
喰
の
生
成
と
構
造

ーー山口
県
防
府
市
野
島
方
言の
場4

7|」(『
国
文

学
孜」
m-
m
合
併
号 、
幻-
3)

野
島
方
言
の
性
向
語
実
の
比
喰
発
想
の
造
語
の
構

造
的
な
特
徴
の
分
析
と
考
察
を
行
い 、
意
味
的
な
特
徴
の
規
制
と
評
価
と
の
相

聞
が
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る 。
神
鳥
武
彦
「
方
言
に
お
け
る
漢
語
語
棄
の
性

格

||広
島
県
安
芸
郡
熊
野
町につ
い
て
||」

(『
国
語
国
文」
引1
8 、
位-
8)

熊
野
町
の

漢
語
語
源
の
方
言
の
特
徴
を
あ
げ
て 、
そ
れ
を
和
語
化
過
程
に
あ
る
と
指
摘
し

て
い
る

久
野
虞
「
波
照
間
方
言
の
音
韻」
(『
日
本
語
論
究
l

言
語
学
と
そ
の
周
辺』 、

和
泉
書
院 、
幻-
6)

琉
球
八
重
山
方
言
に
属
す
る
波
照
間
島
の
精
密
な
音
韻
記
述

の
報
告
で
あ
る 。

猪
塚
元・
井
口
厚
夫・
猪
塚
恵
美
子
「
佐
賀
県
唐
津 、
佐
賀 、
鳥
栖
地
方
の

母
音」
(『ω。司
Z
E
E
Z
の
C
目
、コの
と
×
〉只
E・
g-
Z)
佐
賀
方
言
の
音
響
学

的
な
研
究 。
小
松
雅
彦
「
高
知
市
方
言
聴
取
実
験」
(『ωO司
E
〉

巳
Z
の
C
54

寸
円
〉』

〉只
×
E・
E-HH)
高
知
方
言
話
者
と
非
話
者
の
聞
の
聞
き
取
り
能
力
の

差
を
実
験
に
よ
っ
て
示
し
た 。
今
石
元
久
「
琉
球
方
言
に
お
け
る
母
音
の
音
響

的
特
徴
に
つ
い
て」
(『
広
島
女
子
大
学
文
学
部
紀
要」
潟 、
mm・
2)

琉
球
方
言
の
母

音
の
音
響
的
な
特
徴
を
各
地
の
方
言
母
音
を
分
析
を
通
し
て
推
定
し
て
い
る 。
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ま
た 、
分
析
結
果
に
よっ
て
日
本
語
の
母
音
の
成
立
過
程
の
考
察
を
行っ
て
い

る 。
古
瀬
順一
・

小
島
典
子
「
竹
富
島
方
言
の
研
究
|よ
品・アクセントを中心に

||(
1)」
(『
群
馬
大
学
教
育
学
部
紀
要
人
文・社会
科
学
編』
位 、
目・3)
琉
球

八
重
山
方
言
の一
つ
竹
富
島
方
言
の
音
韻
的
な
特
徴
を
共
通
語
と
の
比
較
で
記

述
し
て
い
る 。

相
津
正
夫「
進
行
中
の
ア
ク
セ
ン
ト

変
化

||東京語の複合動詞の場合」
(『
国立

国
語
研
究
所
報
告』
即
研
究
報
告
集日 、
白)
東
京
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト

変
化
の

要
因
と
し
て
語
の
長
さ
が
大
き
く
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
「
東
京
語
ア
ク

セ
ン
ト

資
料」
の
デ
l

タ
を
用
い
て
実
証
し
て
い
る 。
大
量
の
デ
l

タに
よ
っ

て
説
得
力
の
あ
る
労
作
で
あ
る 。

崎
村
宏
文
「
喜
界
島
方
言
外
来
語
の
ア
ク
セ
ン
ト」

(『
筑
紫
語
学
研
究』
3、

回-
U)一一
型
ア
ク
セ
ン
ト

方
言
で
あ
る
喜
界
島
方
言
の
外
来
語
も
二
型
で
あ
る

こ
と
を
論
じ
て
い
る 。
山
口
幸
洋
「
方
言
外
来
語
ア
ク
セ
ン
ト

の
研
究
(
1)」

(『
静
大
国
文』
初 、
幻-
4)
方
言
の
な
か
の
外
来
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
標
準
語
の

ア
ク
セ
ン
ト

か
ら
の
変
化
で
は
な
く 、

直
接 、
原
語
を
そ
れ
ぞ
れ
の
方
言
ア
ク

セ
ン
ト

体
系
で
変
換
し
て
受
け
入
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
を
舞
阪
町
方
言 、
新

居
町
方
言
な
ど
で
実
証
し
て
い
る 。
同「
岐
阜
県
下
の
ア
ク
セ
ン
ト(
6)」(『
名

古
屋・方
言
研
究
会』
9、
幻-
6)

岐
阜
県
中・
東
濃
地
区
に
お
け
る
ア
ク
セ
ン

ト
の
記
述
で 、
全
体
に
「(
東
京)
内
輪
式」
の
性
格
が
強い
と
し
て
い
る 。
同

「
八
丈
島
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト

分
析(
2)」
(『
静
岡
大
学人
文
学
部
人
文
論
集」
“

'
l 、

mm・7)
八
丈
島
方
言
の一
型
ア
ク
セ
ン
ト
を
氏
の
独
自
の
概
念
に
よっ
て

分
類
し
て
い
る 。
同「
跳
ね
下
が
り
イ
ン
ト
ネ
ー

ショ
ン
に
つ
い
て」
(『
音
声
学

会
会
報』
m 、
mm-
4)

若
者
の
句
末
の
イ
ン
ト
ネ
ー

ショ
ン
の
特
徴
に
つ
い
て
そ

の
機
能
と
命
名
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る 。

山
田
達
也
「
長
久
手
町
若
年
層
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て」
(「
名
古
屋・方
言

研
究
会』
9、
白・6)
愛
知
県
長
久
手
町
の
中
学
生
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
老
年
層
を

比
較
し
て
ア
ク
セ
ン
ト

変
化
を
論
じ
て
い
る 。
鏡
味
明
克
・

横
江
美
帆
子
「
名

古
屋
ア
ク
セ
ン
ト

の
年
層
変
化」
(『
名
古
屋・
左一一白
研
究
会』
9、
mM・6)
名
古

屋
ア
ク
セ
ン
ト

の
年
代
に
よ
る
差
を
明
ら
か
に
し
て
い
る 。
特
に 、
四
O
代
を

境
に
お
お
き
な
差
異
が
あ
る 。

都
染
直
也「
兵
庫
県
家
島
町
坊
勢
方
言
若
年
層
の
ア
ク
セ
ン
ト(
1)
l|体

言
編
そ
の
l
(
金
田
一

語
集
・

そ
の

他
の

語
集
の
音
声
学
的
記
述)

||
」

(
『

甲

南

大

学

紀

要

文

学

編」
灯 、
目・3)
坊
勢
方
言
の
若
年
層
話
者
の
ア
ク
セ
ン
ト

記
述 。
二
拍
名
詞
五

類
の
復
活
な
ど
の
特
徴
が
報
告
さ
れ
て
い
る 。
武
田
拓
「
宮
城
県に
お
げ
る
品

調・
拍
数
別
に
み
た
有
型・
無
型
ア
ク
セ
ン
ト

境
界
に
つ
い
て」
(「
国
語学
研
究』

旬 、
mm・3)
宮
城
県
内
の
有
ア
ク
セ
ン
ト

地
域
か
ら
無
ア
ク
セ
ン
ト

地
域
に
か

け
て
の
六
地
点の
ア
ク
セ
ン
ト

体
系
を
調べ 、
あ
る
地
点
を
境
界
に一
斉
に
ア

ク
セ
ン
ト

体
系
が
変
わ
る
の
で
な
く 、

拍
数
や
品
調
ご
と
に
徐
々
に
無
ア
ク
セ

ン
ト

化
す
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る 。
上
野
和
昭・
仙
波
光
明
「
徳
島
市
に
お

け
る
三
拍
動
詞
ア
ク
セ
ン
ト

の
変
化
の
実
態」(『
徳
島大
学国
語
国
文
学』
6、
mm・

3) 。
京
都
や
大
阪
で
は
完
了
し
た
三
拍
動
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
H
I

型
か
ら
H
0

型
や
L
O

型へ
の
変
化
が
徳
島
市
で
起
こ
っ
て
い
る
実
態
を
グ
ロ
ッ
ト
グ
ラ
ム

調
査
で
報
告
し
て
い
る 。
中
井
幸
比
古「
香
川
県
引
田
町
の
ア
ク
セ
ン
ト」(「ア

ジ
ア・
アフ
リカ
文法
研
究』
幻 、
mm・3)
讃
岐
式 、
中
央
式
ア
ク
セ
ン
ト

の
境

界
が
あ
る
引
田
町
に
お
け
る
ア
ク
セ
ン
ト

調
査
の
報
告で
あ
る 。
ア
ク
セ
ン
ト

と
話
者
の
方
言
意
識
や
志
向
性
な
ど
の
関
連
を
考
察
し
て
い
る 。
上
野
善
道「
日

本
語
の
音
節
と
ア
ク
セ
ン
ト」(『

解
釈と
鑑
賞
特
集こ
と
ば
の
体
系の
中
心と
周

辺』
mm・-)
日
本
語
の
「
韻
律
的
単
位」
を
「
拍」
と
す
る
か 、
「
音
節」
と
す

る
か
の
論
争
で
「
音
節」
説
は
「モ
1

ラ
音
素」
に
ア
ク
セ
ン
ト

核が
こ
な
い

こ
と
を
前
提
に
音
節
と
し
て
扱
う
こ
と
で
体
系
が
整
う
と
主
張
し
て
い
る
が 、
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氏
は
「
拍」
説
に
立
っ
て
「
音
節」
説
を
批
判
し
て
い
る 。
実
例
を
挙
げ
な
が

ら
整
然
と
し
た
論
理
は
説
得
力
が
あ
る 。

岡
田
英
俊「
日
本
語
諸
方
言
の
音
調
体
系
の
定
式
化(
3)」
(『
金
沢
大
学
教
養

部
論
集
人
文
科
学
編」
初}
l 、

幻-
8) 、
同
「
日
本
語
諸
方
言
の
音
調
体
系
の
定

式
化
(
4)」
(『
金
沢
大
学
教
養
部
論
集
人
文
科
学
編」
初'
2 、

目・
3)
日
本
語
方

言
の
ア
ク
セ
ン
ト

体
系
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
言
語
ωn
z
何
冨
何
を
使
っ
て
記
述
を

試
み
て
い
る 。

三雪
'" 

三

言
語
地
理
的
研
究

山
口
幸
洋
「
中
距
離
遠
隔
分
布
の
方舌

?|形
容
詞
方
言に
お
け
る
中
部と
西
国の一
致

-|」
『
国
語
学』
閥 、
回-
3)
方
言
が
衰
退
し
て
い
る
た
め
に
資
料
の
収
集
が

困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら 、
地
方
に
残
る
方
言
文
献
を
資
料
と
し
て

中
部
地
方
を
中
心
と
し
た
言
語
地
理
学
的
な
研
究
の
試
み 。
江
端
義
夫
「
言
語

地
図
に
お
け
る
凡
例
の
本
質
に
つ
い
て
の
研
究」
(『
広
島
大
学
教
育
学
部
紀
要
第

2
部』
刊 、
白・
3)
ヨ
ー

ロ
ッ

パ
と
日
本
の
言
語
地
図
の
記
号
の
比
較
を
し
な
が

ら 、
問
題
点
を
指
摘
し
て
い
る 。
吉
田
健
二
「
埼
玉
県
東
部
方
言
の
音
韻
の
性

格
l|

豊田の
問
題
を
中
心に
||」

(『
国
文
学
研
究」
閥 、
幻-
m)
埼
玉
県
東
部
の
言

語
地
理
学
的
な
調
査
に
よ
っ
て
利
根
川
西
岸
地
域
の
母
音
の
特
徴
を
分
布
を
も

と
に
論
じ
て
い
る 。
同
「
埼
玉
特
殊
ア
ク
セ
ン
ト

の
崩
壊
過
程」
(『
国
文
研
究』

川 、
回-
m)
分
布
調
査
に
よ
っ
て
埼
玉
県
東
部
の
特
殊
ア
ク
セ
ン
ト

の
成
立
は

東
京
式
ア
ク
セ
ン
ト
か
ら
の
変
化
で
あ
り 、
無
ア
ク
セ
ン
ト

へ
の
過
程
で
あ
る

と
し 、
共
通
語
化
に
よ
っ
て
こ
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
崩
嬢
し
て
い
る
と
説
明
し
て

い
る 。嶺

回
明
美
「
千
葉
県
房
総
南
端
部
の\
竺
\\
包
\
の
融
合・
長
音
化
に
つ
い

て」
(『
学
苑」
MM・
-)

千
葉
県
房
総
半
島
南
端
部
の
言
語
地
理
学
的
な
調
査
か
ら

方

E・
2
H

R
の
対
立
を
み
ら
れ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る 。

川
本
栄一
郎「
富
山
県
に
お
け
る
ぬ
か
み
そ
漬
け
の
方
言
分
布
と
そ
の
変
遷」

(「
富
山
大
学
人
文
学
部
紀
要」
問 、
位-
2) 、
同
「
北
陸
地
方
に
お
け
る
「
親
類』

の
方
言
分
布
と
そ
の
変
遷」
(「
富
山
大
学
人
文
学
部
紀
要』
問 、
mm・
3)

地
理
的

分
布
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
イ
ツ
ケ 、
オ
ヤ
コ 、
マ
ツ
イ 、
ル
イ
ケ
な
ど
の

方
言
形
の
時
間
的
な
関
係
を
グ
ロ
ッ
ト
グ
ラ
ム
や
全
国
分
布 、
地
方
文
献
ま
ど

を
参
考
に
推
定
し
て
い
る 。

中
井
幸
比
古「
京
都
府
丹
波
山
城
域一
言
語
地
図(
l)
l|調

査の
概
要 、
語
象
了)
|

」
(「
香
川
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告』
Il

郎 、
位-
3) 、
同「
京
都
府
丹
波
山
地

域
言
語
地
図(
2)
||語

黛(2)
||」

(『
香
川
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告』
10

筋 、

白・
9)
こ
の
地
域
の
七
つ
の
語
に
つ
い
て
の一
言
語
地
理
学
的
な
考
察 、
同
「
京

都
府
丹
波
山
地
域
言
語
地
図
(
3)」
(『
香
川
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告」
11

M問 、

目・
3)

敬
語
辞 、
否
定 、
進
行 、
断
定
な
ど一
一
の
文
法
項
目
の
言
語
地
理
学

的
な
考
察 。

稲
川
順一
「
九
州
方
言
の
分
類
と
位
置
日
本
言
語
地
図
を
利
用
し
て」(「
語
文
研
究

(
九
州
大
学)」
幻l
2 、

幻-
6)
日
本
言
語
地
図
を
使
っ
て
九
州
方
言
内
の
言
語
圏

の
設
定
の
試
み 。

田
島
優
「
小
さ
な
町
の
こ
と
ば
の
放
射
|1独
自
語
形の
分
布
を
手が
か
り
と
し
て
|

」
(『
名
古
屋・
方
言
研
究
会」
9 、
位-
6)

語
の
伝
播
に
お
け
る
文
化
の
中
心
地

の
役
割
に
つ
い
て
奥
三
河
地
域
の
言
語
分
布
地
図
に
よ
っ
て
論
じ
て
い
る 。

岸
江
信
介
「
滋
賀
県
浅
井
町
の
ア
ク
セ
ン
ト」

(「
名
古
屋・
方
言
研
究
会」
9 、

幻・
6)

京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
と
垂
井
式
ア
ク
セ
ン
ト

の
境
界
に
あ
た
る
浅
井
町

の
ア
ク
セ
ン
ト

の
分
布
を
調
査 。

田
中
茶
和
子
「
大
分
方
言
に
お
け
る
「
シ
ン
ケ
ン』
の
広
が
り」
(『
国
語
の
研

究」
問 、
mm・
3)

大
分
方
言「
シ
ン
ケ
ン」
の
使
用
層 、
使
用
地
域
を
ア
ン
ケ
|
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ト
調
査
し
て 、
そ
れ
を
も
と
に
こ
の
語
が
中
興
方
言
で
若
年
層
に
も
使
わ
れ
て

い
る
新
方
言
的
な
特
徴
を
持
つ
こ
と
を
報
告
し
て
い
る 。
柴
田
武
「
ミ
クロ
の

言
語
史」
(『日
本
語研
究と
日
本
語
教育』 、
mM-
m)
言
語
地
理
学
の
基
本
的
な
考

え
方
を
狭い
地
域
の
糸
魚
川
調
査
か
ら
鼻
濁
音
の
歴
史
推
定
を
例
に
分
り
や
す

く
解
説
し
て
い
る 。

四

社
会
言
語
学
的
研
究

井
上
史
雄「
東
海
道
沿
線
の
方
言
分
布パ
タ
ー
ン
||グロットグラムデータの多

変量解析
||」

(『一言
語研
究』
削 、
幻-
3)
東
京
か
ら
大
阪
ま
で
の
東
海
道
沿
線

の
グ
ロ
ッ
ト
グ
ラ
ム
調
査
で
得
ら
れ
た
デ
1

タ
に
統
計
的
手
法
で
あ
る
多
変
量

解
析三
類
で
処
理
す
る
こ
と
に
よ
り 、
言
語
差
に
よ
る
区
画
を
は
っ
き
り
さ
せ

る
こ
と
が
で
き 、
分
布
重
心
法
に
よ
り
各
地
域
の
語
の
言
語
使
用
年
代
の
偏
り

な
ど
を
み
る
こ
と
で
き
る
と
す
る 。
大
量
の
言
語
デ
l

タ
を
扱
う
時
の
分
析
に

統
計
的
な
手
法
で
あ
る
多
変
量
解
析が
有
効
で
あ
る
こ
と
教
え
て
く
れ
て
い
る

良い
例
で
あ
る 。
同「叶出何ω
5
2
百円〉zhHW
O明，
Z向
者
宮〉
己wh、『ω」

(『
宮
〉戸開。
、円
OF0
2
〉
E，
C開()
巳
Z
C
C
拐
、コの〉』
z
o--
8・ω)
日
本
語
の

新
方
言
の
特
徴
に
つ
い
て
著
者
の
グ
ロ
ッ
ト
グ
ラ
ム
調
査 、
全
国
調
査
な
ど
に

よっ
て
論
じ
て
い
る 。
日
本
の
社
会
言
語
学
研
究
の
海
外へ
の
紹
介
と
し
て
も

価
値
の
あ
る
論
文
で
あ
る 。
同
「
方
言
の
多
様
性
と
日
本
文
化
の
流
れ
||彊例

の分布とアイヌ語基層
|1」

(『
日
本
語学」
ω・
3)
「
日
本
言
語
地
図」
の
孤
例
の

頻
度
分
布
の
意
味
を
日
本
人
の
定
住
年
代
の
長
さ
に
よっ
て
説
明
し
て
い
る 。

真
田
信
治「
大
阪
|

岡
山
間
グ
ロ
ッ
ト
グ
ラ
ム
調
査
報
告」
(『
大
阪大
学
日
本
学

報」
ロ 、
自・
3)
関
西
方
言(
大
阪
方
言)
の
中
国
方
言に
対
す
る
影
響
を
み
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
ア
ス
ペ
ク
ト 、

可
能
表
現 、
語
棄
な
ど
に
お
け
る
変
化
動

態
の
検
討
が
さ
れ
て
い
る 。
同
「
関
西
方
言
の
現
在

||変化の要因と過程
||」

(『日
本
語
学』
口 、
m出・
6)

標
準
語
の
干
渉
に
よっ
て
出
来
る
新
し
い
方
言
形(
ネ

オ
ダ
イ
アレ
ク
ト)

の
存
在
を
関
西
方
言
で
起こ
っ
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
て
い

る 。
中
井
精一
「
関
西
共
通
語
化
の
現
状」
(『
阪大
日
本
語研
究』
4、
白・
3)

大
阪
型
待
遇
表
現
に
変
化
す
る
過
程
で
そ
の
地
域
の
社
会
的
条
件
や
使
用
言
語

形
式
に
よっ
て
違い
が
あ
る
こ
と
分
布
調
査
の
結
果
に
よっ
て
論
じ
て
い
る 。

渋
谷
勝
巳
「
十
津
川
流
域
の
可
能
表
現」
(『
阪大
日
本
語研
究』
4、
mM・
3)

十
津
川
流
域
の
グ
ロ
ッ
ト
グ
ラ
ム
調
査
の
中
か
ら
可
能
表
現
の
分
布
の
解
釈
と

否
定
辞
の
分
析
を
行っ
て
い
る 。

半
沢
康「
共
通
語
使
用
行
動
の
要
因
分
析
||福島県伊達郡桑折町におりる
||」

(『
国
語
学』
問 、
mm・
3)

桑
折
町
の
デ
l

タ
を
使い
共
通
語
使
用
行
動
と
年
齢
差 、

性
差
と
の
聞
に
相
関
関
係
が
あ
り 、
さ
ら
に 、
こ
れ
ら
の
変
数
間
の
関
係
を
因

果モ
デ
ル
を
設
定
し
て 、
パ
ス
解
析
法
に
よっ
て
分
析
し
て
い
る 。
同
「
共
通

語
使
用
行
動
に
及
ぼ
す
職
業
の
影
響

||福島県伊達郡桑折町におりる
||」(「

国
語

学
研
究』
也 、
mm・
3)

桑
折
町
に
お
け
る
共
通
語
行
動
を
説
明
す
る
変
数
と
し
て

職
業が
ど
の
く
ら
い
関
わっ
て
い
る
か
を
統
計
的
手
法
に
よっ
て
解
明
し
よ
う

と
し
た
試
み
で
あ
る 。
説
明
変
数
と
し
て
は
学
歴 、
年
齢 、
性
差
が
共
通
語
使

用
行
動
と
相
聞
が
あ
る
と
い
う 。
今
ま
で 、
社
会
言
語
学
で
説
明
変
数
と
し
て

い
た
種
々
の
変
数
の
妥
当
を
チェ
ッ
ク
す
る
意
味
で
も
興
味
深
い
研
究
で
あ

ヲ匂 。
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斎
藤
孝
滋
「
岩
手
方
言
に
お
り
る
語
中
子
音
有
声
化・
鼻
音
化
現

象||言語

内・外的要因の観点から
||」

(『
国
語学』
閥 、
幻-
3)

岩
手
方
言
の
子
音
有
声
化

と
鼻
音
化
現
象
を
異
な
る
現
象
と
し
て
分
析
し 、
話
者
の
社
会
的
な
属
性 、
使

用
場
面 、
評
価 、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー

な
ど
の
特
徴
に
つ
い
て
統
計
的
な
手
法

に
よっ
て
分
析
し
て 、
両
者
の
関
係
を
考
察
し
て
い
る 。
高
橋
顕
志・
西
森
千

津「
高
知
県
高
岡
郡
越
知
町へ
の
接
続
助
調『
キ」
の
侵
入

|高知市内への通学



= 
Eコ

字
通勤者の役

割le」
(『
国
語
学」
郎 、
位-
3)
高
知
市
の
接
続
助
調
「
キ」
が

越
知
町
に
伝
播
す
る
過
程
で
そ
の
伝
播
者
が
通
学
や
通
勤
し
て
い
る
世
代
で
あ

る
こ
と
を
グ
ロ
ッ
ト
グ
ラ
ム
と
言
語
の
使
用
場
面
差
の
調
査
に
よっ
て
検
証
し

て
い
る 。

佐
藤
和
之
「
津
軽
の
こ
と
ば・
東
京
の
こ
と
ば
||津軽方言話者のことばと地場

のイメージ
||」

(『
文
経
論
叢幻1
3
人
文
科
学
編』
7、
MM)
津
軽
方
言
の
話
者
な

ど
の
言
語
イ
メ
ー

ジ
と
地
域
イ
メ
ー

ジ
を
数
量
化
理
論
を
用
い
て
分
析
し 、
地

域
中
央
の
問
題
を
考
え
て
い
る 。
山
県
浩
「
高
校
進
学
に
伴
う
方
言
行
動・
方

言
意
識
の
変
化

相|l群馬県北西部地域の場A
中l|」
(「
語
学と
文
学』
初 、
位-
6)

中
学
か
ら
高
校へ
の
進
学
を
は
さ
ん
だ
二
年
間
で
若
者
の
方
言 、
共
通
語
の
使

い
分
け
行
動
と
語
の
方
言
か
共
通
語
か
の
判
断
の
変
化
を
学
校
教
育
の
指
導
と

の
関
連
で
論
じ
て
い
る 。
小
野
米一
「
北
海
道
方
言
の
現
在」
(『
方
言の
現
在・

5
臼
本
語
学』
幻・5)
方
言
の
イ
メ
ー

ジ
調
査
か
ら
北
海
道
方
言 、
特
に
札
幌

方
言
が
東
京
方
言
よ
り

標
準
語
に
近
い
と
位
置
付
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
北
海

道
方
言
の
成
立
ち
の
説
明 。

佐
藤
亮一
「
方
言
の
将
来」
(『
方
言の
現
在-
U
日
本
語
学』
幻-
U)
若
者

を
中
心
に
標
準
語
使
用
能
力
が
高
まっ
て 、
方
言
と
標
準
語
の
使い
分
け
が
ア

ク
セ
ン
ト
に
ま
で
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る 。

大
西
拓一
郎「
方
言
ア
ク
セ
ン
ト

の
現
在
||仙台方言におけるアクセントの獲得

を中心に
ll」

(『
方
言の
現
在・
9
日
本
語学』
幻・
9)
無
ア
ク
セ
ン
ト

の
仙
台

で
若
者
を
中
心
に
東
京
ア
ク
セ
ン
ト

の
影
響
で
共
通
語
ア
ク
セ
ン
ト
を
獲
得
し

て
い
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る 。
神
鳥
武
彦「
新
興
住
宅
地
と
方雪
T|移住地方

言との接触とその受

宇|」
(『方
言の
現
在・
3
日
本
語
学』
甲
3)

移
住
者
の

新
居
地
域
の
方
言
の
受
容
や
方
言
意
識
の
形
成
の
問
題
を
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を

も
と
に
論
じ
て
い
る 。

方

尾
崎
喜
光
「
現
代
生
活
と
方
言

144校生活における方言と共通語の使い分砂

|」
(『
方
言の
現
在・
2
日
本
語学』
MM・
2)

学
校
生
活
に
お
け
る
場
面
や
相
手

に
よ
る
方
言
と
共
通
語
の
使い
分
け
を
山
形
県
の
中
学
で
の
調
査
を
も
と
に
論

じ
て
い
る 。

米
田
正
人
「
大
都
市
の
言
語
生
活
ll統計資料と実態調査にもとづいて
||」

(『
方
言の
現
在・
4
日
本
語学』
幻・
4)
日
本
の
大
都
市
の
社
会
的
な
特
徴
を

統
計
資
料
で
示
し 、
札
幌
調
査
の
目
的
を
大
都
市
の
言
語
行
動
の
動
態
的
解
明

で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る 。

吉
岡
泰
夫「
肥
筑
方
言
域
の
言
語
改
新
の
メ
カニ
ズ
ム

||鹿児島本線沿線グロ

ットグラム調査から
||」

(「
筑
紫
語学
研
究』
4、
mm-
n)
グ
ロ
ッ
ト
グ
ラ
ム
を
つ

か
つ
て
若い
世
代
を
中
心
に
お
こ
っ
て
い
る
言
語
変
化
を
社
会
言
語
学
の
立
場

か
ら
分
析
し
て
い
る 。

ダニ
エ
ル・
ロ
ン
グ
「
疑
似
標
準
語
と
地
方
共
通
語」
(「大
阪
締蔭
女
子
大
学

論
集』
初)
「
標
準
語」
と
思
わ
れ
て
い
る
方
言
変
種
の
定
義
と
用
語
を
先
行
研

究
と
の
比
較
で
論
じ
て
い
る 。
従
来
の
標
準
語
と
方
言
の
対
応
関
係
だ
け
で
は

説
明
で
き
な
い
現
象
に
つ
い
て
の
先
駆
け
的
な
研
究
と
し
て
評
価
し
た
い 。

佐
藤
高
司
『〈
新
方
言〉
の
動
向
||北関東西部における高校生のことばの研究

』
(
私
家
版 、
mm・
3)

群
馬・
栃
木
を
含
む
J
R
高
崎
線 、
上
越
線
沿
線
地
域

に
お
け
る
か

新
方
言。
の
伝
播
過
程
の
研
究
で
あ
る 。
そ
の
中
で
東
京
型
と
地

方
型
の

か
新
方
言。
で
は
そ
の
動
向が
異
な
る
こ
と
を
発
見
し
て
い
る 。
こ
の

よ
う
な
伝
播
過
程
の
違い
を
も
た
ら
す
要
因
の
発
見
を
期
待
し
た
い 。

関
戸
宏
信
「
奈
良
県
宇
陀
地
方
に
お
け
る
言
語
状
況

ーム誌による分布の変遷

||」
(「
地
域
言
語』
5 、
回-
m)
三
世
代
の
言
語
地
理
学
的
な
調
査
に
よっ
て

こ
の
地
域
の
言
語
変
化
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
る

伊
能
美
佐「
宇
和
島
方
言
「ヨ
ル』
『
ト

ル」
に
つ
い
て」
(『
愛
媛
国
文研
究』
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位 、
白・
ロ)
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
も
と
に
こ
れ
ら
の
語
の
違い
を
明
確
に
す
る

試
み 。加

藤
和
夫「
石
川
県
辰
口
町
方
言
の
動
態

1140年間の変化と世代差
|」

(「
金

沢
大
学
語
学・
文
学
研
究』
初 、
幻・
7)

老
年
層
の
十
年
間
の
経
年
的
な
地
理
的

調
査
と
老
若
年
代
別
地
理
的
調
査
を
行っ
て 、
こ
の
方
言
の
変
化
を
詳
し
く
考

察
し
て
い
る 。
方
言
の
変
化
過
程
を
考
察
す
る
時
に
こ
の
よ
う
な一
つ
の
方
言

の
経
年
的
な
調
査
は
有
効
な
方
法
で
あ
る 。

楢
回
良
照「
福
岡
市
及
び
周
辺
地
域
の
方
言
の
新
し
い
現
象
に
つ
い
て」(『
佐

賀
大
国文』
初 、
位-
6)
準
体
調
「
ト」

の
用
法 、
程
度
副
詞
「パ
リ」
の
年
代

に
よ
る
使
用
率
の
違い
か
ら
こ
れ
ら
の
語
の
発
生
や
伝
婚
に
つ
い
て
考
察
し
て

い
る 。伊

藤
隆「
方
言
と
標
準

語||場面による使い分けとことばのイメージ
||」

(『
愛

知
淑
徳
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
人
間
〈
O
「
2』)

三
河
方
言
と
名
古
屋
方

言
話
者
の
標
準
語
使
用
の
場
面
的
な
差
異 、
方
言
イ
メ
ー

ジ
の
違い
な
ど
に
つ

い
て
の
変
数
聞
の
相
聞
を
計
り 、
そ
の
結
果
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
方
言
の
盛
衰
を

説
明
し
て
い
る 。

太
田
有
多
子
「
海
部
郡
飛
島
村
に
お
け
る
文
末
詞
に
関
す
る一
考
察

|1強調

詞の
文
末
詞
を
め
ぐっ
て
||」

(
田
島
銃
堂・
丹
羽一
粥
編
『
日
本
語
論
究
l

言
語
学
と

そ
の
周辺』
和
泉
書
院 、
位-
6)
愛
知
県
海
部
郡
飛
島
村
に
お
け
る
数
種
の
文
末

詞
の
使
用
対
象
の
違い
か
ら
こ
れ
ら
の
文
末
調
の
文
体
差
を
解
明
し
て
い
る 。

丹
羽一
弾「一言
語
接
触
に
よ
る
方雪一口
形
の
理
解
と
使
用」
(
田
島
銃
堂・
丹
羽
一

蒲
『
日
本
語
論
究
l

言
語
学
と
そ
の
周
辺」
和
泉
書
院 、
ω・
6)

愛
知
県
の
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
の
住
人
の
地
元
方
言
の
理
解
度
を
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
も
と
に
論
じ

て
い
る 。
住
居
期
間
と
方
言
理
解
度
が
比
例
し 、
方
言
形
の
借
用
率
と
共
通
語

の
習
熟
度
が
反
比
例
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た 。

田
中
ゆ
か
り
「
方
言
接
触
か
ら
み
た
首
都
圏
西
部
の
ア
ク
セ
ン
ト
||ニ・三拍

名詞の場A
T--」
(『
音
声
学会
会
報』
加 、
mm・
ロ)
首
都
圏
西
部
の
老 、
若
年
層
の

ア
ク
セ
ン
ト
を
共
通
語
の
影
響
を
地
理
的
な
分
布
図
に
よっ
て
論
じ
て
い
る 。

同
「
首
都
圏
西
部
に
お
け
る
ア
ク
セ
ン
ト

平
板
化
現
像
の一
側
面
||外来語・地

名
ア
ク
セ
ン
ト
の
平
板
化
現

象||」
(「
早
稲
田
大
学
文
学
研
究
科
紀
要
別
冊』
初 、
回・
ロ)

首
都
圏
の
若
者
の
ア
ク
セ
ン
ト

平
板
化
と
の
関
係
を
高
校
生
の
調
査
を
も
と
に

論
じ
て
い
る 。

寺
島
浩
子「
京
都
町
家
に
お
け
る
あい
さ
つ
表
現
||年代差に着目して
そのこ

||」
(「
京
都
橘女
子
大」
初 、
川出・
ロ)
「
京
こ
と
ば」
に
お
け
る
幾つ
か
の
場
面

に
お
り
る
挨
拶
表
現
の
違い
を
老
年
層
と
若
年
層
の
比
較
に
よっ
て
考
察
し
て

い
る 。室

山
敏
昭
「
京
都
府
与
謝
郡
伊
根
町
方
言
の
あい
さ
つ
表
現
法
に
つ
い
て」

(『
国
文
学
孜」
問 、
mm・
3)
あい
さ
つ
表
現
を
「
呼
び
か
け
l

対
応」
と
い
う
言

語
行
動
で
あ
る
と
す
る 。
そ
の
た
め
に 、
あい
さ
つ
表
現
を
談
話
資
料
と
し
て

扱い 、
そ
の
分
析
か
ら
言
語
行
動
の
モ
デ
ル
を
解
明
と
す
る
試
み 。
竹
内
佐
千

子「
香
川
方
言
話
者
の
移
住
意
識
と
移
住
に
よ
る
言
語
変
容」
(『
地
域
言
語」
4、

犯-m)
香
川
出
身
で
東
京 、
大
阪
在
住
の
学
生
を
対
象
に
自
分
の
方
言
と
移
住

先
の
方
言
に
つ
い
て
の
意
識
の
違い
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る 。

城
野
博
文「
大
阪
府
南
部
地
域
に
お
け
る
言
語
の
動
態」
(「地
域
言
語」
4 、

犯・
ω)
大
阪
か
ら
和
歌
山
市
に
い
た
る
地
域
の
老 、
中・
若
年
層
の
三
世
代
の

動
詞
ア
ス
ペ
ク
ト

の
実
態
調
査
で
あ
る 。
松
宮
忍
「
関
西
方
言
打
消
し
表
現
の

動
態」
(『
地
域
言
語』
4 、
回-m)
大
阪
圏
を
中
心
と
し
て
地
域
の
若
年
層
に
お

け
る
打
消
し
の
助
動
調
実
態
調
査 。
標
準
語
の
干
渉に
よ
る
J小
オ
ダ
イ
ア
レ

ク
トe

が
確
認
さ
れ
て
い
る 。

日
比
谷
潤
子
「一言
語
変
化
と
日
本
語
教
育
(

4
)」
(『日
本
語
と
日
本
語
教育
』
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初 、
白・
3)
自
然
談
話
資
料
を
使っ
て
東
京
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト(

形
容
詞)
の

個
人
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー

ショ
ン
の
分
析
を
行っ
て
い
る 。

秋
永一
枝
・

田
中
ゆ
か
り
・

松
永
修一
・

吉
田
健二
「
言
葉
の
馴
染
み
度
と

ア
ク
セ
ン
ト
と
の
関
係」
(『
早
稲田
大
学日
本
語
研
究
教育セ
ン
タ
ー

紀
要』
4、

白・
3)

個
人
の
日
常
で
よ
く

使
う
語
は
ア
ク
セ
ン
ト

が
変
化
し
に
く
く 、
あ
ま

り
使
わ
な
く
な
っ
た
語
の
ア
ク
セ
ン
ト

が
変
化
し
て
い
く
こ
と
を
論
じ
て
い

る 。

田
上
稔「
方
言
復
権
の
軌
跡」(『
武
庫川
女
子
大
学
言
語
文
化
研
究
所
年
報」

4、
目・
3)
新
聞
記
事
に
み
る
方
言
の
社
会
的
な
評
価
の
変
遷 。

高
橋
永
行
「『
東
京』
語
話
者
に
み
る 、
使
用
言
語
意
識
||「新・

東京言語地

図」
調査中間報告
||」

(『
山形
県
米
沢
女子短
大
紀
要』
初 、
目・
ロ)
「
新・東
京
言

語
地
図」
作
成
の
た
め
の
調
査
か
ら
言
語
意
識
に
関
し
て
地
域
差・
年
層
差
が

あ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る 。

百

五

日
本
語
教
育
と
方
言

原
野
亮
子
「
受
げ
身
動
作
主
を
示
す
助
調
『
か
ら』
||北九州の大学生 、

中学

生の使用状況調査から
||」

(『
北九
州
大
学文
学
部
紀
要」
綿 、
mm・ロ)
日
本
語
教

育
に
方
言
を
取
り
入
れ
る
た
め
の
若い
世
代
の
「
か
ら」
に
つ
い
て
の
実
態
調

査 。国
立
国
語
研
究
所「
方
言
と
日
本
語
教
育」(『
国
立
国
語
研
究
所
日
本
語
教
育
指

導
参
考
書』
初 、
ω・
3)
日
本
語
教
育
の
な
か
で
方
言
を
教
え
る
前
段
と
し
て
大

西
拓一
郎
「
日
本
の
方
言
概
説」
で
日
本
語
方
言
の
概
要
を
紹
介
し 、
備
前
徹

「
日
本
語
教
育
に
お
け
る
方
言」
で
日
本
語
教
育
に
お
け
る
方
言
教
育
の
もっ
て

い
る
問
題
点
の
指
摘
と
日
本
言
語
地
図
を
例
に
あ
げ
て
方
言
導
入
の
問
題
を
論

じ
て
い
る 。

馬
瀬
良
雄「
国
際
化
時
代
の
日
本
語」
(『
広
島
女
子
学
院
大
学
国
語
国
文
学
誌』

方

n 、
目・
ロ)
国
際
化
時
代
の
日
本
語
の
抱
え
る
問
題
を
圏
内
的
に
は
音
韻 、
語

禁 、
文
法
な
ど
方
言
差
の
問
題
と
国
外
で
は
母
語
と
干
渉
し
あ
う
日
本
語
の
問

題
を
整
理
し
て
分
か
り
易
く

説
明
し
て
い
る 。
日
本
語
教
育
に
関
心
を
も
っ
学

生
に
適
し
た
論
文
で
あ
る 。

六

談
話
研
究

村
中
淑
子「
談
話
分
析に
よ
る
文
末
部
の
音
調
の
分
析
の
試
み

||京都市方言

を資料として
ll」

(『
大
阪
大
学
日
本学
報』
ロ 、
自・
3)
京
都
方
言
の
文
末
に
表

れ
る
音
調
の
意
味
機
能
を
談
話
と
い
う
単
位
の
な
か
で
位
置
付
け
し
て
い
る 。

久
木
田
恵「
共
通
語
訳
か
ら
の
方
言
弁
別
は
可
能
か」
(田
島
統
堂・
丹
羽一
禰

『
日
本
語論
究l
言
語
学と
そ
の
周
辺』
和
泉
書
院 、
白・
6)

方
言
談
話
の
共
通
語

訳
を
読
ま
せ
て
そ
の
方
言
を
弁
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
問
題
を
と
り

あ
げ
て
い
る 。
そ
の
場
合
に
弁
別
す
る
変
数
は
何
で
あ
る
か 、
因
子
分
析
な
ど

に
よ
る
検
討
が
欲
し
い 。

七

方
言
国
語
史
研
究

小
林
芳
規「
方
言
史
料
と
し
て
観
た
角
筆
文
献」
(『
国
語
学」
川 、
m出・
ロ)
口

頭
語
を
反
映
し
て
い
る
角
筆
文
献
の
方
言文
献
と
し
て
の
資
料
性
を
鳥
取
県
金

剛
随
院
の
文
献
の
オ
段
長
音
の
表
記
を
例
に
論
じ
て
い
る 。
著
者
が
説
明
す
る

よ
う
に
こ
の
口
語
的
な
文
献
の
全
国
的
な
資
料
の
発
掘
が
望
ま
れ
る 。
回
飽
博

「
方
言
語
梁
資
料
と
し
て
の
諸
国
産
物
帳
||八甘藷〉と〈南瓜〉を

中むに
||」

(『
国

語
学』
川 、
m出・
ロ)
江
戸
時
代
中
期
の
諸
国
物
産
帳
に
載っ
て
い
る「
甘
藷」
と

「
南
爪」
の
各
地
の
方一一百
を
日
本
言
語
地
図
と
比
較
す
る
こ
と
で
こ
れ
ら
の
語
の

変
種
間
の
時
間
的
な
関
係
を
解
明
し
た 。
江
口
泰
生
「『
背
負
う』
『
担
ぐ』
の

表
現」
(『
国
語
学』
川 、
m出・
ロ)
方
言
と
文
献
を
使っ
た
「
背
負
う」
「
担
ぐ」
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の
歴
史
の
再
構
か
ら
東
西
方
言
の
違
い
が
生
じ
た
過
程
の
検
証
を
試
み
て
い

る 。
伊
豆
山
敦
子「
琉
球
方
言
の一
人
称
代
名
詞」
(『
国
語
学』
川 、
MM・
ロ)
琉

球
方
言
の一
人
称
名
詞a 、
凶

の
意
味
的
な
関
係
を
示
し 、
奈
良
時
代
の
本
土

方
言
と
の
関
係
を
指
摘
し
て
い
る 。
ま
た 、
そ
の
関
係
か
ら
琉
球
方
言
と
本
土

方
言
が
同一
祖
語
か
ら
の
分
離
で
あ
る
こ
と
を
説い
て
い
る 。
井
上
文
子「『
ア

ル」・『
イ
ル』・『
オル』
に
よ
る
ア
ス
ペ
ク
ト

表
現
の
変
遷」
(『
国
語
学』
川 、

白・
ロ)
「
ア
ル」 、
「
イ
ル」 、
「
オ
ル」
の
変
化
過
程
を
十
津
川
で
の
グ
ロ
ッ
ト
グ

ラ
ム
調
査
と
文
献
資
料
を
比
較
し
な
が
ら
解
釈
し
て
い
る 。

上
野
和
昭
「
京
都
方
言
ア
ク
セ
ン
ト

の
遡
行
||近世後期以降の三拍動詞類推変

化についての考察
||」

(『
国
語
学』
問 、
mm・
3)
文
献
の
少
な
い
近
世
以
降
の
京

都
方
言
の
三
拍
動
調
の
変
化
過
程
を
現
代
の
周
辺
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト

の
比
較

に
よっ
て
推
定
し
よ
う
と
す
る
試
み 。
藤
田
勝
良
「
方
言
に
お
け
るパ
行・
マ

行
動
詞
の
ウ
音
便
形
の
存
立
に
つ
い
て」
(『
佐
賀大
国
文」
初 、
位-
6)

パ
行 、

マ
行
動
調
の
音
便
と
文
献
に
よ
る
研
究
に
よ
る
成
果
を
山
口
県
の
方吉一口
に
よっ

て
確
か
め
た
研
究 。

宮
治
弘
明
「
滋
賀
県
方
言
の
特
殊
な
サ
行
イ
音
便
に
つ
い
て」
(『
地
域
言
語」

5 、
回-
m)
滋
賀
県
方
言
の
特
殊
な
サ
行
イ
音
便
に
つ
い
て
そ
の
成
立
を
方
言

資
料
と
文
献
資
料
を
比
較
検
討
し
な
が
ら
論
じ
て
い
る 。

渋
谷
勝
巳
「
日
本
語
可
能
表
現
の
諸
相
と
発
展」
(『
大
阪
大
学
文
学
部
紀
要」

第三
三
巻
第一
分
冊 、
mm・
2)

現
在
使
わ
れ
て
い
る
可
能
表
現
が
ど
の
よ
う
な
言

語
変
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よっ
て
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
なっ
た
か
と
い
う
問

題
を
体
系
的 、一言
語
史
的 、
地
理
的
な
側
面
か
ら
分
析
し
て
い
る 。
第一
部
は

可
能
表
現
の
構
造
的
分
析 、
第二
部
で
歴
史
的
変
遷
を
考
察
し 、
第三
部
で
地

理
的
な
分
布
の
説
明
と
解
釈
と
い
う
構
成
で
徹
底
的
に
可
能
表
現
の
言
語
変
化

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
に
迫っ
て
い
る 。
そ
の
エ
ネ
ル
ギッ
シュ
な
研
究
姿
勢

に
敬
服
す
る 。

山
県
浩「
近
世
後
期
の
群
馬
方
言
資
料
||群馬方言史の試み
||」

(『群
馬大
学

教育
学
部
紀
要
人
文・
社
会
科
学
編」
位 、
目・
3)

群
馬
方
言
資
料
を
取
り
上
げ
て

そ
の
資
料
性
の
検
討
を
行い 、
こ
れ
ら
の
資
料に
よっ
て
群
馬
方
言
の
史
的
考

察
を
行っ
て
い
る 。
関
東
地
域
方
言
の
文
献
資
料に
よ
る
歴
史
研
究
は
初
め
て

で
あ
ろ
う
か 。

金
沢
裕
之「
明
治
期
大
阪
語
の『
テ
敬
語」
表
現」
(『
地
域
言
語』
4、
白・
叩)

大
阪
地
域
の
「
テ
敬一諾」
の
性
格
や
歴
史
的
な
変
化
を
江
戸
末
期
の
資
料
と
明

治
の
落
語
の
資
料
を
使っ
て
論
じ
て
い
る 。
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八

雑
誌
特
集
号

「
日
本
の
方
言
を
捉
え
る
|方言研究を楽しむ新視点
|1」

(『月
刊
言
語』
mm・

5)「
価
値
の
高い
方
言
/
低い
方
言」(
井上
史
雄) 、「
聞
き
取
り
ゃ
す
い
方
言
/

聞
き
取
り
に
く
い
方
言」(
三
井は
る
み) 、
「
上
流
の
方雪一口
/
下
流
の
方
言」(
高

橋
顕
志) 、「
談
話
か
ら
み
た
東
の
方一言
/
西
の
方
言」(
沖裕
子) 、
「
広い
方
言
/

狭い
方
言」
(
篠
崎
晃
二 、
「
古い
方
言
/
新
し
い
方
言」
(
安
部
清
談) 、
「
生
の

方
言
/
脚
色
さ
れ
た
方
言」
(
都
染
直
也)

「
方
言
と
日
本
語
教
育」
(『日
本語
教育」
河 、
幻-
3)
「
日
本
語
教
育
学
会
方

言
の
状
況
と
日
本
語
教
育」(
真回
信
治) 、「
日
本
語
教
師
と
方
言」(
田
尻英三) 、

「
日
本
語
教
育
と
方
言
意
識
||金沢市内日本語教育機関での調査から」

(
細
川
英

雄) 、「
社
会
言
語
学
的
に
み
た
日
本
語
学
習
者
の
方
言
能
力」(
渋
谷
勝巳) 、「
日

本
語
教
育
に
お
け
る
『
方
言
教
育」
の
問
題
点」
(
ダニ
エ
ル・
ロ
ン
グ)

「
方
言
地
図
と
文
法
||文法研究の地理的視界
||」

(『日
本
語
学』
幻・
5 、

臨

時
増
刊
号)

内
容
に
つ
い
て
は
前
記
の
通
り
で
あ
る 。

「
特

集ーーム刀
言
国
語
史
研
究
の
方
法
と
課
題」
(『
国
語
学』
川 、
m出・
ロ)
「
方



言
資
料
と
し
て
観
た
角
筆
文
献」
(
小
林
芳
規) 、
「
方
言
語
業
資
料
と
し
て
の
諸

国

産

物

集||

〈
甘

ち

と

歯
爪
〉

を
中
心
に

||
」

(

田

箆

博
)
、

「
『

背

負

う
」

『

担

う
」

の
表
現」(
江
口
泰
生) 、
「
琉
球
方
言
の一
人
称
代
名
調」(
伊豆
山
敦子) 、
「「
ア

ル』・
「
イ
ル」・『
オ
ル」
に
よ
る
ア
ス
ペ
ク
ト

表
現
の
変
遷」
(
井上
文子) 。

「
日
本
語
の
現
在」
(『
国
文
学」
m-
M)
「
方
言
の
ゆ
く
え」(
徳
川
宗
賢) 、
「
日

本
語
考
現
学」
(
井上
史
雄) 、
「
ア
ク
セ
ン
ト」

(佐
藤
亮
二 、
「
方雪口」
(
真田
信

治)
な
ど 。
こ
の
な
か
で 、
徳
川
は
方
言
と
標
準
語
の
関
係
の
重
要
性
を
説
明
し 、

今
後
の
方
言
研
究
に
標
準
語
を
含
む
視
点が
必
要
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る 。

井
上
は
新
方
言
の
動
向
の
研
究
を
通
し
て
言
語
変
化
の
新
し
い
モ
デ
ル
を
提
示

し
て
い
る 。
佐
藤
は
若
者
を
中
心
と
し
て
ア
ク
セ
ン
ト

の
使い
分
け
能
力
の
獲

得
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
る 。
ま
た 、
真
田
は
方
言
と
標
準
語
の
ス
タ
イ
ル
の

違い
で
あ
り 、

標
準
語
の
干
渉に
よ
っ
て
ネ
オ
方
言
が
生
ま
れ
て
い
る
と
説
明

し 、
さ
ら
に 、
標
準
語
と
共
通
語
の
関
係
に
つ
い
て
新
し
い
仮
説
を
立
て
て
い

る 。

三圭
I=t 

九

方
言
地
図、

方
言
辞
典、

方
言
資
料、

テ
キ
ス
ト

高
橋
顕士山『
四
国
言
語
地
図一
九
九一』
(
高
知
女
子大
学
国
語学
研
究
室 、
位-

3)一
九
八
六
年
版 、
一
九
九
O
年
版
に
続
き 、
若
年
層
と
老
年
層
をぺ
ア
1

に

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
も
と
に
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
で
描
い
た
言
語
地
図
で
あ

る 。
八
六
年
版
で
二
四
五
項
目 、
九
O
年
版
で
三
二二
項
目 、
今
回
の
九一
年

版
で
三
O
二
項
目 、
計
八
六
0
項
目
の
地
図
が
描
か
れ
た 。

都
染
直
也「
兵
庫
県
多
紀
郡
言
語
地
図」
(『
甲
南大
学方
言
研
究
会
報
告』
2 、

幻・
3)「
兵
庫
県
多
紀
郡
氷
上
郡
接
境
地
域
言
語
地
図」
に
続
く
も
の
で 、
語
索 、

ア
ク
セ
ン
ト 、

語
法
な
ど
を
含
む
九
三
枚
の
言
語
地
図
が
の
っ
て
い
る 。

平
山
輝
男
ほ
か
「
現
代
日
本
語
方
言
大
辞
典」
第二
巻一
え
|
く(
幻・6) 、

方

第三
巻一
け
|

す(
幻・9) 、
第
四
巻一
せ
|
と(回・
1) 、

第
五
巻一
な
|へ

(目・
5) 、

第
六
巻一
ほ
ー

を 、
(回・
7 、
明
治
書
院)
全
国
七
二
地
点で
調
査
さ

れ
た
資
料
に
よっ
て
編
さ
ん
さ
れ
て
い
る 。
何
れ
の
巻
も
巻
頭
に
言
語
地
図
や

方
言
資
料
を
記
載
し
て
読
み
や
す
く

工
夫さ
れ
て
い
る 。
井
之
口
有一
・

堀
井

令
以
知
『
京
こ
と
ば
辞
典」
ア
ク
セ
ン
ト

付
き
の
京
都
方
言
辞
典
で
あ
る
が 、

京
の
わ
ら
ぺ
唄
や
地
名
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
が
有
り 、
京
都
方
言
の
入
門
書

で
あ
る 。
大
阪
女
子
大
学
国
文
学
研
究
室『
上
方
の
文
化
||上方ことばの今昔|

l』
(
和
泉
書
院 、
幻-
6)
公
開
講
座
と
し
て
行
わ
れ
た
屋
名
池
誠・
金
水
敏・
土

田
衛・
原
口
裕
の
大
阪
方
言
に
つ
い
て
の
講
義
を
ま
と
め
た
も
の 。

上
村
孝二
「
宮
崎
県
の
方
言
雑
考
||「宮崎方言辞典」
を中心に
ll」

(『
南日
本

文化』
お 、
幻-
8)

「
宮
崎
県
方
言
辞
典」
の
書
評
と
補
遺
で
あ
る 。
同「
薩
隅

地
方
の
珍
語
捌
選
||分布と解説
||」

(『
南日
本
文化』
% 、
mm・
8) 。

植
村
悠
太
郎「
資
料・
種
子
島
の
方
言
語
業(
2)」
(「
南日
本
文
化』
初 、
MM・

8) 、
同「
資
料・
種
子
島
の
方
言
語
業(
3)
水
生
動
物』
(『
南日
本
文化』
初 、

目・
8)

鹿
児
島
県
熊
毛
郡
中
種
子
町
の
動
物
分
野
の
方
言
語
乗
の
記
述
で
あ

λv 。上
野
善
道
「
喜
界
島
方
言
の
体
言
の
ア
ク
セ
ン
ト

資
料」
(『ア
ジ
ア・
アフ
リ

カ
文
法
研
究』
幻 、
mm・
3)

喜
界
島三
六
点の
調
査
で
得
ら
れ
た
体
言
の
ア
ク

セ
ン
ト

の
精
密
な
記
述 。

荒
巻
富
美
子・
高
橋
敬一
「
築
後
方
言
資
料
『
は
ま
お
き』
稿
(下)
(『
活
水

日
文』
幻 、
mm・
9) 、
山
口
幸
洋「
N
H
K
全
国
方
言
資
料
研
究
テ
キ
ス
ト(1)」

(
私
家
本 、
目・
1) 、

同「
全
国
方
言
談
話
資
料・
3」
(
私
家
本 、
mm・
-) 、

同「
伊

豆
大
島
方
言
讃
査
報
告
書」
(
私家
本 、
mm-
3) 。

登
野
城ユ
ン
タ
保
存
会「
登
野
城
村
古
謡
集(
第1
集)」(
株
式
会
社
南西
印
刷 、

白・
5) 、
田
村
昭
「
仙
台
方号一口
集」
(
宝
文堂 、
mm・
4) 。
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竹
林
正
五
郎『
新
潟
の
方
言
と
昔」
(
考古
堂 、
目・
9)

写
真
入
り
の
方
言

集 。
方
言
研
究
ゼ
ミ
ナ
ー

ル『
方
言
資
料
叢
刊
第三
巻
方
言
比
喰
語
の
研
究」

(
私家
本 、
ω・
5)

以
上 、
目
を
通
す
こ
と
が
で
き
た
方
言
研
究
文
献
で
あ
る 。

社
会
構
造
の
変
化
に
よっ
て
日
本
の
地
域
社
会
は
激
変
し
て
い
る 。
そ
れ
に

伴っ
て
こ
と
ば
は
急
速
に
変
化
し 、
伝
統
的
な
方
言
が
失
わ
れ 、
同
時
に
若
い

世
代
を
中
心
に
方
言
と
標
準
語
の
使い
分
げ
能
力
が
高
ま
り 、

標
準
語
の
干
渉

に
よっ
て

か
ネ
オ
方
言。
が
生
ま
れ
た
り 、
伝
統
方
言
と
は
異
な
る
若
者
中
心

の
。

新
方
言。
が
生
ま
れ
た
り
し
て
い
る 。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
方
言
研

究
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
立
場
の
研
究
が
行
わ
れ
て
き
て
い
る 。

-一
伝
統
的
な
方
言
を
無
形
文
化
財
と
し
て
正
確
に
記
録
し
て
残
す
こ
と
こ
そ

方
言
研
究
の
第一
の
使
命
で
あ
る
と
い
う
立
場
か
ら
の
研
究 。
こ
の
立
場
に
立

っ
て
最
近
の
録
音
器
材
の
発
達
で
音
質
の
劣
化
が
少
な
い
C
D
や
D
A
T
な
ど

に
よ
る
談
話
採
集
や
方
言
体
系
の
正
確
な
記
述
も
行
わ
れ
て
き
て
い
る
し
今
後

も
行
わ
れ
る
で
あ
ろ
う 。

2一
そ
の
言
語
変
化
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
そ
こ
に
言
語
変
化
の
普
遍
的
メ

カニ
ズ
ム
や
規
則
性
を
見つ
け
よ
う
と
す
る
立
場
か
ら
の
研
究 。
そ
の
場
合 、

単
に
地
理
的
な
言
語
変
化
だ
け
で
な
く

地
域
社
会
内
の
言
語
変
化
を
捉
ら
え
よ

う
と
す
る
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る 。
グ
ロ
ッ
ト
グ
ラ
ム
調
査
や
異
世
代
の
地
理

的
な
分
布
調
査
な
ど
で
あ
る 。
さ
ら
に
は 、
方
言
と
標
準
語
の
関
係
を
規
範
性

や
文
体
の
高
さ
と
い
う
軸
で
は
な
く 、
別
の
新
し
い
軸
で
捉
ら
え
る
こ
と
が
必

要
に
なっ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か 。
今
後
も 、
こ
の
新
し
い
視
点

に
立っ
た
研
究
が
日
本
語
の
変
化
動
態
を
捉
ら
え
る
こ
と
に
役
立
つ
で
あ
ろ

う 。
ま
た 、
分
析
法
と
し
て
は
大
都
市
な
ど
で
の
言
語
変
化
を
大
量
の
デ
ー

タ

で
分
析
す
る
方
法
が
お
こ
な
わ
れ
る 。
そ
の
時
に
統
計
的
手
法
が
益
々
必
要
に

なっ
て
く
る
し 、
有
効
な
分
析
手
段
と
な
る 。
多
変
量
解
析
法
と
し
て
の
共
分

散
構
造
分
析 、
因
子
分
析 、
主
成
分
分
析 、
パ
ス
解
析
法 、
数
量
化
理
論
な
ど

を
使っ
た
分
析
が
多
く
なっ
て
い
る 。
さ
ら
に 、。
普
及
学。
や
集
団
研
究
で
進
ん

で
い
る
社
会
心
理
学
と
の
共
同
研
究
に
よ
り 、
言
語
変
化
と
そ
の
担い
手
で
あ

る
人
間
のパ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
や
集
団
と
の
関
係
な
ど
の
研
究
に
よっ
て
言
語
変

化
研
究
が
さ
ら
に
深
ま
る
こ
と
を
期
待
し
た
い 。

ま
た 、
近
年 、
日
本
社
会
の
国
際
化
が
急
速
に
進
ん
で
国
内
外
で
の
日
本
語

教
育
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
て
き
て
い
る 。
日
本
語
教
育
で
方
言
を
ど
の
よ
う

に
扱
う
べ
き
か
と
い
う
問
題
を
扱っ
た
研
究
が
少
し
ず
つ
お
こ
な
わ
れ
て
い

る 。
ま
た 、
フ
ォ
1
リ
ナ
l
ト
ー
ク
な
ど
外
国
人
に
対
す
る
日
本
人
の
言
語
行

動
に
つ
い
て
も
研
究
が
は
じ
まっ
て
い
る 。
こ
れ
ら
の
分
野
で
の
研
究
が
今
後

も
多
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る 。

筆
者
の
浅
学
に
よ
る
誤
解
や
無
理
解 、
あ
る
い
は
当
然
読
む
べ
き
資
料
を
見

落
し
て
い
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
か
と
思
う
が 、
お
許
し
を
い
た
だ
き
た
い 。

最
後
に 、
一
九
九
四
年二
月
に
日
本
の
方
言
研
究
の
指
導
的
な
役
割
を
担っ
て

お
ら
れ
た
都
立
大
学
教
授
中
本
正
智
氏
が
亡
く
な
ら
れ
た 。
享
年
五
十
八
歳
と

聞
く 。
ま
だ
ま
だ
研
究
に
教
育
に
ご
活
躍
を
い
た
だ
き
た
かっ
た
方
で
あ
り 、

学
界
の
大
き
な
損
失
で
あ
る 。
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る 。

[
付
記]
展
望
の
執
筆
の
た
め
の
資
料
収
集
に
あ
た
り 、

玉
稿
を
お
送
り
い
た
だ
い
た

方
々 、

国
立
国
語
研
究
所
情
報
資
料
部 、

図
書
館
の
皆
さ
ん
に
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な

り
ま
し
た 。

心
か
ら
感
謝
申
上
げ
ま
す 。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 。

ーi専
修
大
学
文
学
部
教
授
||
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